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事業概要

54.30% 0 Km

Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

対応方針

事業概要図

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

平成13年度に用地買収は完了しており，土地開発公社からの買い戻しを一部残すのみとなっている。
平成16年9月30日にはJR東海と協定を締結し,工事準備に入っている。

事業継続

施設の構造や工法の変更等

事業の進捗状況、残事業の内容等

新清掃工場（新水泳場）へのアクセス道路として当該事業への期待が更に高まっている。

計画交通量

平成１５年

進捗状況：用地買収進捗率90.5％,工事9.4％。　残事業：用地は公社戻し,工事は本線及びJR交差部の跨線橋工事

関係する地方公共団体等の意見

Ⅱ－（１）　都市圏の交通円滑化の推進・・・現道の踏切道において，交通量≧12,000台/日または踏切遮断時間≧2hr
その他　　　　　　　　　　　　　　　・・・車線数≧４
その他　　　　　　　　　　　　　　　・・・JR東海道本線により一体的発展が阻害されている地区（入野地区～可美地区）を解消

事業の効果等

Ｈ　　年度都市計画決定
（Ｈ２年度変更）

全体事業費 約　　　　55億円 事業進捗率

23,000台/日

費用便益費

3.94

　　　　　　　　　　　63.16億円
　事業費　　　：　 63.12億円
　維持管理費：　 　0.04億円

　　　　　　　　　      　　249.38億円
　走行時間短縮便益：242.45億円
　走行費用減少便益：   6.59億円
　交通事故減少便益：　 0.34億円

　本路線は，浜松都市圏総合交通体系において内環状線の位置付けがなされている幹線道路であります。
　近年，地域開発の発展に伴い交通量が増大するなかで，特にＪＲ東海道本線に分断された当地区は，踏切の遮断による慢性
的な交通渋滞を引き起こしている所であります。
　本事業区間は，都市計画道路三島篠原線から市道高塚１０１号線までの５７０ｍ間の道路改良，舗装及び橋梁を整備するもの
であり，交通緩和による安全の確保と環境の整備を図るものです。

供用済延長

延長 Km
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Ｈ２年度用地着手 Ｈ８年度工事着手

再評価結果（平成１7年度　継続予定箇所）
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